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第2章地域支援活動の概要

第1節各地域での支援活動

本事業の最終年度となる平成24年度は，これまで活動してきた地域の中で，さらに連携

を深めながら，今後の活動の展開が見込まれる伊佐市を中心にデリバリー方式による地域

支援活動を継続して行った。

伊佐市においては，平成23年度に2回の支援活動（講演会，模擬事例検討会）を行った

が，本年度はより実践的な支援活動における一連の過程として，「就学支援」のための講演

会，事例検討会を実施した。実際の事例を扱うため，昨年度とは異なり個人情報を守秘す

るため参加者を制限しての開催となった。

支援活動に参加した対人援助の専門家の活動領域は，各地域によって様々であったが，

昨年度に引き続き，医療，福祉，教育，行政と多岐に及んだ。また本年度は，保護者も対

象とした活動を行った。

本年度の支援活動の概要は以下の通りである。平成24年度の参加者数は，計244人であ

った。平成22年度309人，平成23年度481人であったので，3年間の参加者数は計1,034

人となった。

本節では，本年度における各地域での支援活動の概要および成果について報告し，本事

業全体の概要は第6章で述べることとする。

平成24年度地域支援活動一覧

対象地域 日時 支援形式 参加者数

南さつま市 平成24年6月16日 講演会 74名

伊佐市(1) 平成24年8月18日 講演会 154名

伊佐市(2) 平成24年10月16日 事例検討会 16名
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南さつま市における支援活動

日時：平成24年6月16日（士）13：30～15：30

支援活動の形式：講演会（演題「発達支援と子どもの育ち～療育の大切さ～｣）

講師：土岐篤史准教授

会場：金峰保健センター

主催:HAS発達支援センター親の会

共催：鹿児島大学大学院臨床心理学研究科

参加者：【支援者】40名（保健師，保育士，幼稚園教諭，栄養士，看護師，心理士，その他）

【保護者】34名

同行事業スタッフ：上原美穂特任助教，江口夏紀事務補佐員

同行大学院生：5名（2年生4名，1年生1名）

支援活動の概要

本プロジェクトでは，これまで対人援助の専門家のエンパワメントを目的に各地で研修

会を実施してきたが，今回新しい試みとして，地域の専門家に加えて保護者を支援活動の

対象とした。同行した大学院生は地域の専門家と共に会場の準備,受付の手伝いを行った。

当日は大雨だったにも関わらず，70名を超える方々に参加いただいた。講演会全体の流

れとしては，講師の土岐准教授が資料に基づき90分講演し，残り30分は質疑応答を行っ

た。講演の中では，社会環境の変化が子どもの発達に大きな影響を与えていること，発達

の「主人公」は子どもであり，主体的な経験を通して学習していくなど発達に関する基本

的な考え方や，自閉症は重度な障害ではなく，発達のアンバランスという理解が必要とい

った発達障害の捉え方を話題とした。また療育環境が整備されている愛知県豊田市につい

て紹介し，充実した療育を行うためには行政が動く必要があることを述べた。その後の質

疑は，支援者と保護者の両方から挙げられた。内容としては，発達障害児と,思われる事例

の具体的な行動を挙げた上で，その行動に対する理解の仕方や対応の仕方について回答を

求めるものが多かった。最後に，事前に主催側に寄せられていた質問に対して，土岐准教

授が答え，まとめを行った。
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参加者アンケート結果の概要（詳細は巻末資料を参照）

【支援者】

園固
全体の7割以上が保健師，保育士，幼稚園教諭など子どもの日常生活に直接関わること

の多い支援者であった。また20代から30代の職歴5年以下の参加者が7割を占めた。

講演会参加の動機の内容

「自己学習・研修」を理由に挙げる回答が最も多かった。また，実際に支援が必要であ

る子どもとの関わりがあり，児への支援について考えるために参加された方も複数あった。

講演内容に対する理解度

「とても理解できた」という回答が69％，「少し理解できた」という回答が27％を占め，

参加者の講演内容に対する理解度は高いものであったことが窺える。

講演会に対する満足度および感想

9割を超える方から「大変満足」「まあ満足」との回答を得た。日々の自分の体験をふ

り返って，支援のあり方を再確認する機会となったという感想や講演内容に対する満足感

や充実感が多数語られていた。また一部の参加者からは，「もう少し時間があれば」「も

っと詳しく聞きたかった」といったような要望も聞かれた。

臨床心理士に対する二一

「保護者へ発達支援について理解を深めてもらうにはどのようなことが必要なのか，ど

のように伝えていけばよいのか難しい」など専門家として気になる子どもの保護者に対す

る対応方法について具体的に教えてもらいたいという意見が多くみられた。研修の実施だ

けでなく，療育の現場に臨床心理士がもっと関与できるようなシステムを要望する声も聞

かれた。

【保護者】

睡

9割以上の方が，女'性の保護者であり，20代（33％)，30代（39％)，40代（22％）と

いう年齢層であった。
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|講演会参加の動機の灰周

HAS発達支援センターからの案内を受けて参加を決めたという方が多かった。その他に

は子ども理解を深めるため，子どものことで実際に困っていることがあるといったような

理由が見られた。

|講演内容に対する理解度’

多くの回答者が「とても理解できた（83％）」「少し理解できた（6％）」と回答してお

り，講演内容に対する理解度は高いものであった。「あまり理解できなかった」という方

も1名おられた。

|講演会に対する満足度および感想’

9割近い回答者が「大変満足（78％)」「まあ満足（11％)」と答えており，全体的な満足

度は高かった。自由記述の中では，充実感を述べるものが多く見られた．

|地域の専門家に対するニーズ’

地域に対して，発達|章害に関する情報を積極的に発信してほしいという意見や子どもや

保護者への具体的な支援に関する要望などが見られた。

同行大学院生の感想

地域からの参加者が多かったことから，地域からの臨床心理士へのニーズを肌で感じる

機会になったようである。また「講演会は相談室より参加しやすい形態であるが個別の対

応は難しい」といったように，これまでの学内実習，学外実習の位置づけがより鮮明にな

ったと同時に，臨床心理士として広く情報提供をしていく必要性を強く感じたようである。

蕊懲
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講演会の様子
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伊佐市における支援活動(1）

日時：平成24年8月18日（士）13：00～16：00

支援活動の形式：

第一部講演会（演題「平成25年度就学予定児と年中児のための研修会｣）

第二部たんぽぽ親の会を対象とした座談会

講師：土岐篤史准教授

会場：大口元気こころ館

主催：伊佐市福祉事務所，たんぽぽ親の会

共催：鹿児島大学大学院臨床心理学研究科

後援：伊佐市教育委員会，読売新聞西部本社

参加者：

第一部【支援者】65名（保育士，幼稚園教諭，学校教諭，保健師，臨床心理士，

行政職員，施設職員，その他）

【保護者】89名

第二部51名（たんぽぽ親の会の保護者）

同行事業スタッフ：上原美穂特任助教，川口智美非常勤臨床心理士，江口夏紀事務補佐員

支援活動参加大学院生：6名（2年生3名，1年生3名）

支援活動の概要

伊佐市においては，これまでも土岐准教授が継続的に講演会やコンサルテーションなど

を通じた支援を行い，関係を築いてきた。その中で，プロジェクト1年目，2年目は，日頃

子どもに関わっている支援者を対象とし，支援者のスキルアップを目指した講演会や模擬

事例検討会などを開催した。

伊佐市では，毎年夏に「就学を考える会」として，療育機関に通う子どもの保護者を対

象とした講演会が行われている。プロジェクト3年目にあたる本年は，この地域での試み

に協力させていただく形で，対象を一般の保護者にまで拡大して，就学や子どもの発達に

ついて理解を深めるための講演会を行うこととなった。

第一部では，土岐准教授がスライドを用いながら，子どもが発達していくことの意味や

発達につまづきをもつ子どもたちの成長過程に特徴的なことなどについて解説を行った。

さらに子どもたちに対する適切な支援を行っていくことの重要'性や就学に向けて必要な準

備や心構えなどについても共有した。
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第二部では，親の会の保護者のみを対象とし，保護者が実|際に子どもさんへの対応や日々

の生活の中で困っている事柄について，直接土Il皮准教授とやりとりをする形式の座談会を

行った。今回，保護者からあらかじめ質問事項について情報をいただいたうえで，この質

問内容について回答をまとめた形式の冊子「お子さんとお母さんのためのQ&A」を一部の

大学院生らが作成した。当日は，この冊子を基にしながら保護者の悩みや質問に対して，

自身のこれまでの体験談なども織り交ぜながら，土岐准教授が丁寧に答えていった。保護

者が熱心に聞き入っておられる姿からも子どもたちへの支援に対する思いとニーズの高さ

が感じられた。

支援活動への学生の参加プロセスの概要

学生の参加プロセスは以下の通りである。

1)Q&A集作成のための学習会

事前に保護者から挙がってきた質問事項に対する回答集を作成していくにあたり，内容

を吟味していくための学習会を3回行った。毎回の指導には教員および事業スタッフが当

たった。

2）講演会・親の会座談会への参加

第一部の講演会，第二部の座談会に参加した。地域主催の講演会の中で，会場の準備や

片づけなど役割の一部を担った。

3）地域支援活動参加に対する事後学習会

Q&A集の作成，講演会への参加を通して，さらに理解を深めるために事後学習会を行っ

た。一人一人の感想を全体で共有し，疑問などについては教員および事業スタッフが解説

を行った。

Q&A集作成のための学習会の様子
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